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高校数学の復習 10 漸化式の解き方全通り１  
 
まずは問題を与えますので、解いてみましょう。 
 
1. 次の漸化式の一般項を示しなさい。 

等差数列 
  𝑎𝑎𝑛𝑛+1 = 𝑎𝑎𝑛𝑛   +     2    但し 𝑎𝑎1 = 2 
 
   等比数列 

  𝑏𝑏𝑛𝑛+1 = 1
2
𝑏𝑏𝑛𝑛   但し 𝑏𝑏1 = 2 

 
 
2.  次の漸化式の一般項を示しなさい。 

 
𝑐𝑐𝑛𝑛+1 = 3𝑐𝑐𝑛𝑛 + 7   但し 𝑐𝑐1 = 2 
 
 

3. 次の漸化式の一般項を示しなさい。 
 (1) 
  𝑑𝑑𝑛𝑛+1 = 3𝑑𝑑𝑛𝑛 + 4𝑛𝑛 − 2  但し 𝑑𝑑1 = 2 

 
 (2) 

𝑓𝑓𝑛𝑛+1 = 2𝑓𝑓𝑛𝑛 + 3𝑛𝑛2 − 5𝑛𝑛 − 4  但し 𝑓𝑓1 = 1 
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漸化式は基本として、等差数列、等比数列に分類できます。 
 
等差数列 
  𝑥𝑥𝑛𝑛+1 = 𝑥𝑥𝑛𝑛 + 𝑑𝑑     𝑑𝑑は公差と呼ばれます。 
 この一般解は 
  𝑥𝑥𝑛𝑛 = 𝑥𝑥1 + 𝑑𝑑(𝑛𝑛 − 1) 
  となります。 
 
等比数列 
  𝑦𝑦𝑛𝑛+1 = 𝑟𝑟𝑦𝑦𝑛𝑛  𝑟𝑟は公比と呼ばれます。 
この一般解は 
  𝑦𝑦𝑛𝑛 = 𝑟𝑟𝑛𝑛−1𝑦𝑦1  となります。 
 
問題の答え 
1. 次の漸化式の一般項を示しなさい。 

等差数列 
  𝑎𝑎𝑛𝑛+1 = 𝑎𝑎𝑛𝑛   +     2    但し 𝑎𝑎1 = 2 
 
  一般項は 
    𝑎𝑎𝑛𝑛 = 2 + 2(𝑛𝑛 − 1) = 2𝑛𝑛    但し 𝑛𝑛 = 1, 2,∙∙∙∙ 
 
   等比数列 

  𝑏𝑏𝑛𝑛+1 = 1
2
𝑏𝑏𝑛𝑛   但し 𝑏𝑏1 = 2 

 
  一般項は 

    𝑏𝑏𝑛𝑛 = 2 �1
2
�
𝑛𝑛−1

= �1
2
�
𝑛𝑛−2

 但し 𝑛𝑛 = 1, 2,∙∙∙∙ 

 
 
2. 次の漸化式の一般項を示しなさい。 

 
𝑐𝑐𝑛𝑛+1 = 3𝑐𝑐𝑛𝑛 + 7   但し 𝑐𝑐1 = 2 

解法 
 こちらは、横についた点数も含めて等比数列の形になることを期待します。 
このように変形できるものとします。 
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𝑐𝑐𝑛𝑛+1 − 𝛼𝛼 = 3(𝑐𝑐𝑛𝑛 − 𝛼𝛼)  
これを変形すると、 
   𝑐𝑐𝑛𝑛+1 = 3𝑐𝑐𝑛𝑛 − 2𝛼𝛼 
つまり、 

  𝛼𝛼 = −7
2
 

となる。以上より、 

  𝑐𝑐𝑛𝑛+1 + 7
2

= 3(𝑐𝑐𝑛𝑛 + 7
2
) 

となる。これを等比数列とみなして、 

  𝑐𝑐𝑛𝑛 + 7
2

= 3𝑛𝑛−1 �𝑐𝑐1 + 7
2
� = 3𝑛𝑛−1 �2 + 7

2
� = 11

2
∙ 3𝑛𝑛−1 

𝑐𝑐𝑛𝑛 = 11
2
∙ 3𝑛𝑛−1 − 7

2
    但し 𝑛𝑛 = 1, 2,∙∙∙∙ 

 
4. 次の漸化式の一般項を示しなさい。 
 (1) 
  𝑑𝑑𝑛𝑛+1 = 3𝑑𝑑𝑛𝑛 + 4𝑛𝑛 − 2  但し 𝑑𝑑1 = 2 

 
解法 
   このパターンは次の形の等比数列になることを期待します。 
 
 𝑑𝑑𝑛𝑛+1 + 𝑓𝑓(𝑛𝑛 + 1) = 3�𝑑𝑑𝑛𝑛 + 𝑓𝑓(𝑛𝑛)� 

 
このとき、𝑓𝑓(𝑛𝑛)は n を含む一次式であろうと検討が付きます。そこで、𝑓𝑓(𝑛𝑛) = 𝛼𝛼𝑛𝑛 +
𝛽𝛽とおいて、αとβをもとめてみます。 
 
𝑑𝑑𝑛𝑛+1 + 𝛼𝛼(𝑛𝑛 + 1) + 𝛽𝛽 = 3(𝑑𝑑𝑛𝑛 + 𝛼𝛼𝑛𝑛 + 𝛽𝛽)  
 
式を整理すると、  
𝑑𝑑𝑛𝑛+1 = 3𝑑𝑑𝑛𝑛 + 2𝛼𝛼𝑛𝑛 − 𝛼𝛼 + 3𝛽𝛽  
 
元の式と比べると、𝛼𝛼 = 2,𝛽𝛽 = 0となる。 
したがって、 
 𝑑𝑑𝑛𝑛+1 + 2(𝑛𝑛 + 1) = 3(𝑑𝑑𝑛𝑛 + 2𝑛𝑛) 
  𝑑𝑑𝑛𝑛 + 2𝑛𝑛 = 𝑘𝑘𝑛𝑛とすれば𝑘𝑘𝑛𝑛+1 = 3𝑘𝑘𝑛𝑛の等比数列となることがわかる。 
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したがって、 

 𝑘𝑘𝑛𝑛 = 3𝑛𝑛−1𝑘𝑘1 
となり、 

𝑑𝑑𝑛𝑛 + 2𝑛𝑛 = 3𝑛𝑛−1(𝑑𝑑1 + 2) = 4 ∙ 3𝑛𝑛−1  
 ∴ 𝑑𝑑𝑛𝑛 = 4 ∙ 3𝑛𝑛−1 − 2𝑛𝑛  但し 𝑛𝑛 = 1, 2,∙∙∙∙ 
 
 

 (2) 
𝑓𝑓𝑛𝑛+1 = 2𝑓𝑓𝑛𝑛 + 3𝑛𝑛2 − 5𝑛𝑛 − 4  但し 𝑓𝑓1 = 1 
 

解法 
   このパターンも次の形の等比数列になることを期待します。 
 
 𝑓𝑓𝑛𝑛+1 + 𝑔𝑔(𝑛𝑛 + 1) = 2�𝑓𝑓𝑛𝑛 + 𝑔𝑔(𝑛𝑛)� 

 
ここで、𝑔𝑔(𝑛𝑛)は二次式になることを期待して、次のように置きます。 
  

 𝑔𝑔(𝑛𝑛) = 𝛼𝛼𝑛𝑛2 + 𝛽𝛽𝑛𝑛 + 𝛾𝛾 
 
これを置いて、与式と比較してα、β、γを決めます。 
 

 𝑓𝑓𝑛𝑛+1 + 𝛼𝛼(𝑛𝑛 + 1)2 + 𝛽𝛽(𝑛𝑛 + 1) + 𝛾𝛾 = 2(𝑓𝑓𝑛𝑛 + 𝛼𝛼𝑛𝑛2 + 𝛽𝛽𝑛𝑛 + 𝛾𝛾) 
 

 𝑓𝑓𝑛𝑛+1 = 2𝑓𝑓𝑛𝑛 +  𝛼𝛼𝑛𝑛2 − (2𝛼𝛼 − 𝛽𝛽)𝑛𝑛 −α−𝛽𝛽 + 𝛾𝛾 
 

 𝛼𝛼 = 3, 2𝛼𝛼 − 𝛽𝛽 = 5 より𝛽𝛽 = 1, −α−𝛽𝛽 + 𝛾𝛾＝− 4 より𝛾𝛾 = 0 
となる。つまり、 
  

 𝑓𝑓𝑛𝑛+1 + 3(𝑛𝑛 + 1)2 + (𝑛𝑛 + 1) = 2(𝑓𝑓𝑛𝑛 + 3𝑛𝑛2 + 𝑛𝑛) 
 

 𝑓𝑓𝑛𝑛 + 3𝑛𝑛2 + 𝑛𝑛 = 2𝑛𝑛−1(𝑓𝑓1 + 3 + 1) = 5 ∙ 2𝑛𝑛−1  
 
 ∴ 𝑓𝑓𝑛𝑛 = 5 ∙ 2𝑛𝑛−1 − 3𝑛𝑛2 − 𝑛𝑛   但し 𝑛𝑛 = 1, 2,∙∙∙∙ 


